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この４月から校長を務めさせていただきます島岡です。よろしくお

願いいたします。 
関係者の皆様には、日頃より、本校の教育・研修活動に御理解と御協

力をいただき、深く感謝申し上げます。 
教育部は、４月９日（水）に入学式を行い、新入生 92 名が入学しま

した。翌 10 日（木）には始業式を行い、２年生 76 名を含めて総勢 168
名で新年度がスタートしました。始業式の翌日からは、早速、本格的に
実習や授業が始まっています。 
また、企画研修部は、４月早々から就農希望者の相談が始まるととも

に、４月 17 日（木）のニューファーマーズ研修の開講を皮切りに、今後、そのほかの研修も順次始まり
ます。 

令和６年度の卒業生（学生）86 名の進路は、６名が就農、22 名が雇用就農、51 名が農業関連団体・企
業や公務員などに就職、３名が研修、４名が４年制大学への編入など、卒業生全員が新しい進路に進むこ
とができました。これからも、全学生が希望進路を叶えられるよう支援していきます。 

そして、私の目標ですが、愛知県立農業大学校のキャンパスで一人ひとりが輝き、学生が社会に出て、
「愛知県立農業大学校の卒業生です」と胸を張って言える、そんな素敵な学校にしたいと思っています。 

本校は、昭和９年に追進農場として創設されて以来、今年で 91 年目を迎えます。37.5 ヘクタールと広
大な敷地の中で、学生や研修生が学ぶ賑やかで活気あふれる学校で、毎週水曜日午後 3 時からは、地域
の皆さんに愛知農大を知っていただこうと、学生が育てた農畜産物の直売を行っています。 

職員一同、農業の実践教育・研修活動に精一杯取り組んでまいりますので、皆様のあたたかい御理解と
御協力をお願いいたします。 
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教育部農学科の入学式を 4 月 9 日（水）に挙行しました。穏や
かな春の日差しが降り注ぎ、満開の桜も新入生の入学を歓迎する
ようでした。 

厳粛な雰囲気の中、今年は 92 名（男子 64 名、女子 28 名）が入
学し、これから始まる新しい学生生活を迎えるにあたって、不安と
期待が入り混じった緊張した表情で式に臨んでいました。 

新２年生 76 名と合わせ、168 名（男子 119 名、女子 49 名）の学
生数となり、全国の農大でもトップクラスの規模となっています。 

式終了後は、入学手続きや実習服等の受け取りなどが行われまし
た。 

新入生それぞれがこれから始まる２年間を有意義に過ごし、専門知識と技術を習得するとともに、社
会性を身につけて本県の農業を担うリーダーとして大きく成長することが期待されます。 

（学務科 柳田美紀） 

 

令和７年度 入学式を挙行しました 

知事祝辞 松井農業水産局長 

歓迎の言葉 

在校生代表 渡辺拓海さん 
入学式宣誓 

新入生代表 渡邊良悟さん 

来賓祝辞 野田同窓会長 

厳粛な雰囲気で行われた入学式 
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～ 先輩からのメッセージ ～ 

先輩から新入生へ励ましのメッセージです！  

私たち鉢物・緑花木専攻では、シンビジウム、コチョウラ
ン、シクラメン、観葉植物及び花木などの様々な種類の花を
扱っています。 

一生懸命育てた花が咲いたときはとても達成感がありま
す！みんなで協力して頑張りましょう！！ 

鉢物・緑花木専攻 専攻長 若林怜輝 

新１年生の皆さんご入学おめでとうございます。 
私たち切花専攻では、キク、バラ、洋花を扱っており、それ

ぞれの分野に分かれ作業をしています。分からないことや不
安なことがあれば是非気軽に聞いてください！ 

先生や先輩と一緒に実習を頑張っていきましょう! 
切花専攻 専攻長 村上李香 

作物専攻では、水稲、小麦、大豆を栽培しています。これ
らを栽培する上で、多くの機械に触れることができるので、
たくさんの技術と経験を積むことができます。また 2 年生に
なると 1 人 1 つのほ場を任されるので責任重大ですが、やり
がいのある専攻だと思います。初めてのことだらけで大変な
ことも多いと思いますが、一緒に頑張りましょう。 

      作物専攻 専攻長 川田恭平 

こんにちは！果樹専攻です。 
私たち果樹専攻はブドウやナシをメインに、その他４種類

の果樹の栽培管理をしています！夏場は忙しく収穫や剪定な
ど仕事は大変ですが、仲間たちと協力しあって楽しく実習を
行っています！2 年生 1 年生力を合わせて頑張っていきまし
ょう！ 

果樹専攻 専攻長 金田悠生 
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私たち施設野菜専攻では、主に大玉トマト、ミニトマト、
ナス、キュウリ、メロン、スイカを栽培しています。 

専攻実習では１人１棟以上のハウスを管理して基礎から
実践的に栽培管理について学ぶことができます。 

みんなで楽しみながら、学年関係なく協力して実習しまし
ょう！ 

施設野菜専攻 専攻長 前田宙輝 

酪農専攻では、毎日牛のお世話をしています。命に関わ
る事なので中々上手くいかず大変なことがあると思いま
す。ですが、悩んだり考えたりする事で、とても成長でき
る専攻だと思います。 

１年間一緒に頑張りましょう！ 
酪農専攻 専攻長 間瀬翔 

 

養豚・養鶏専攻は養、豚と養鶏に分かれて実習をして
います！ 

養豚は繁殖から出荷までの一連の流れを行い、養鶏も
雛の育成から、卵の出荷や直売などすべて行っています。 

大変なこともありますが助け合いながら一緒に楽しく
やっていきましょう！ 

養豚・養鶏専攻 専攻長 原田颯希 

露地野菜専攻では雨でも夏の暑さにも負けずみん
なで楽しく作業をしています。播種から収穫や出荷ま
で効率よく協力し合い作業をしています！どんなに
たくさんの作業量でも露地の仲間と楽しくやり切っ
てきました。新入生とも楽しく協力して成長できる１
年間にしましょう！ 

露地野菜専攻 専攻長 森将吾 
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〇専攻別学生数 

(注)カッコ内は女子の内数 

区分 鉢物・緑花木 切 花 作 物 果 樹 露地野菜 施設野菜 酪 農 養豚・養鶏 計 

1 年 7(  0) 11(  3) 6(  1) 15(  4) 15(  3) 13(  2) 17( 12) 8(  3) 92( 28) 

2 年 6(  0) 8(  2) 8(  2) 13(  3) 13(  4) 15(  2) 9(  4) 4(  4) 76( 21) 

計 13(  0) 19(  5) 14(  3) 28(  7) 28(  7) 28(  4) 26( 16) 12(  7) 168( 49) 

 
 
 
 
 
 
 

この度、新たに７名の新入生が鉢物・緑花木専攻に加わり、
１・２年生合わせて 17 名で令和７年度が始動しました。 

１年生の中には農業高校を卒業し農業実習の経験を積んでき
た学生や農業の経験の少ない学生など様々な学生が集まってい
ますが、どの学生も前向きに専攻実習に取り組んでいます。また、２年生となった専攻の先輩が率先して
１年生とコミュニケーションを取り、日々の作業を伝授しています。新１年生がこうした先輩の姿を見
て鉢物・緑花木の栽培から出荷・販売をマスターし、専攻を盛り上げてくれることを期待しています！ 
 

 
 
 
 
 
 

新年度が始まり、切花専攻は出荷で大忙しで
す。バラにストック、スターチス、デルフィニ
ウム、ガーベラ、カーネーションと春の花が勢
揃いです。2 年生にとって手慣れた作業でもこ
れらの花を収穫・調整するのは一苦労です。 

新たに１年生 11 名が加わるので彼らの活躍
に期待したいです。 
 
 

専 攻 トピックス  最近の各専攻で話題になったことや実習風景などをお届けします！ 

新１年生入学！ 鉢緑専攻を

盛り上げていきましょう！！ 

春到来！！出荷作業は大忙し！！ 

鉢物･緑花木 
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4 月に入り気温が温かくなり夏野菜のは種、定植時期
となりました。着々とナス、キュウリ、ゴーヤ、ズッキ
ーニのは種やキャベツ、レタス、スイートコーン等の定
植をしました。学生は時おり冗談をいいながらも素早く
作業を行っていました。夏野菜の収穫開始時期は 6 月頃
になる予定です。 

 
 
 
 
 
 

今年度、施設野菜専攻には 13 名の新入生が加わりまし
た。男子 11 名、女子２名が入り、2 年生と合わせて合計
28 名となり、さらに賑やかになりました！１年生は先輩
や先生から収穫や出荷調整などのやり方を熱心に聞いて、
前向きに作業を頑張っています！聞きなじみのない言葉
や細かい出荷規格などに早く慣れて、一日も早く一人前に
なってね！ 
 
 
 
 
 
 
 

今年も４月になり、田植えに向けた準備が始まりました。種子
消毒から始まり、播種作業を終え、現在、ハウスで育苗中です。
今年から播種機が新しくなり、組み立ても自分たちで行い、新し
い機械の操作に戸惑うこともありましたが、１回目の播種を無事
に終えることができました。これからも初めてやる作業が続きま
すが、ゴールデンウイーク前の田植えに向け、一生懸命作業を行
っています。 
 

夏野菜のは種、定植 

新入生が加わり 
ますます賑やかに！ 

田植えに向けた苗づくり
をしています‼ 
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今年度、果樹専攻では、15 名の新入生が入学しました。

専攻内のオリエンテーションでは、２年生が、ナシ、ブドウ、
モモ、イチジク、ハウスミカン、ブルーベリーの６品目につ
いて、ほ場で説明をし、各々の担当品目の魅力を PR しまし
た。実習時には、２年生が１年生の作業済の箇所をチェック
するなど、先輩らしく張り切る姿が見られました♪ 新入生の加入により、果樹専攻は１、２年合わせて
28 名になり、賑やかな雰囲気で実習を行っています。今年も出荷に向けて頑張っていきます♪ 
 

 
 

新たに 17 名の仲間が酪農専攻に加わり、1、
2 年生合わせて 26 名（男子 10 名、女子 16 名）
で新年度が始まりました。 

１年生は、農業高校で牛を飼っていた生徒から牛と触れ合っ
たことがない学生まで様々ですが、皆実習に熱心に取り組んで
おり、これからが楽しみです。２年生は、１年生に作業を教える
立場となり、人に伝える難しさを実感しながら工夫して実習を
行っています。 

酪農は 365 日休みなく搾乳や給餌などの作業があり、とても大変です。牛の体調管理も大切ですが、
自分自身の体調管理も注意しながら、良い生乳を生産して欲しいです。 
 
 

 
 
 養豚・養鶏専攻は、養豚と養鶏の
２つの部門があり、新入生は、入学

後にどちらの部門に進むか選択します。そのため、自分の適性
を見極めるため４月は１週間交代で養豚、養鶏それぞれの実習
を行います。新入生は、農業高校で畜産を学んできた学生だけ
ではなく、初めて家畜を間近にみる学生などもいるため、ミス
マッチを防ぐためだけではなく、両方の家畜について知ること
ができる機会にもなっています。 
 ５月には、自分の希望に基づいて養豚、養鶏に分かれてそれぞれの畜種について専門的に学んでいき
ます。 

新入生入学！ 良い生乳を生産しよう 

４月は新入生が養豚、養鶏両方の実習を行っています 

新入生との専攻実習が
はじまりました！ 
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４月 10 日（水）に、教育部農学科
の始業式を行いました。 

始業式では、本年度の学生会及び
各専攻長の紹介や、職員の紹介を行
い、新年度のスタートとなりました。
１、２年生の全学生が集まり、初めて
の顔合わせとなりました。 

始業式の校長講話では、１年生に
は農業大学生としての自覚と、自ら
が考え行動していくことの大切さ
を、２年生には就職活動や卒論など
多忙となる中でも、先輩として１年
生の手本となる責任のある行動をし
てもらいたいとの話がありました。
また、農大に入って良かったと思え
るような学校になるようにしたいと
の思いから、学生自身もいろんな経
験に挑戦して自己を高め、楽しさの
中で勉強に励んでほしいとの話があ
りました。 

（学務科 宮本憲） 

各専攻長・学生会役員の紹介 

大講堂での始業式（１・２年生） 

 

教育部農学科の始業式を行いました。 

ト ピ ッ ク ス 
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新規就農希望者向けニューファーマーズ研修が始まりました 
 

新規就農希望者を対象とした「ニューファーマーズ研修」が４月17日（木）に開講しました。 
本研修は、受講生19名で開講し、翌年２月26日までの約10か月間行います。研修生は地域の

先進農家等での実習に加え、営農に必要な知識を本校での講義・演習で学びます。 
開講式の午後には最初の演習として、研修生どうしが１対１の対話形式による自己紹介を全

研修生と行いました。初対面の人と繰り返し自己紹介し合うという内容に少し疲れたという声
も聞こえてきましたが、知識・技能の習得目標や将来の夢を語り合うことで、就農への決意を
新たにしていました。 

希望に満ちた受講生との多忙でにぎやかな１年が始まりました。 
（企画研修部 横井信之） 

受講生と関係職員 
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お知らせ 

１ （４月 10 日） ４/９入学式 

通番  （投稿日）   内 容 

Follow Me !! 

農大公式アカウント：Instagram・Ｘ(Twitter) 

  アカウント名 「aichinoudai」 

SNS 投稿 dialy 


